
 

 

【コミュニケーション能力・リズム感・表現力を育む～ダンスの授業～】 

 体育館からアップテンポの音楽と講師の「ワン、ツー、スリー…」でスタートを指示する声、

生徒への動きを指示する声、生徒の床を踏むステップの音が響きわたる。ダンスのインストラク

ターを務める講師の方々を迎えて、授業が進められています。生徒は生き生きと身体を動かし、

様々な種類のステップを自分の 

ものにし、きびきびと踊り、コ 

ミュニケーション能力やリズム

感、表現力を高めました。 

 

【進む空手道の授業～市内全ての中学校で実施】 

 市内全ての中学校で空手道の授業が進められています。体育館に整列した生徒たちは、緊張が

張り詰めたなか、指導者の発する言葉を一言も聞き逃すまいと集中して耳を傾け、きびきびと身

体を動かしていました。生徒たちは、結び立ちや礼の角度、座礼などの姿勢を復習したあと、講

師の先生方の気迫のこもった模範演舞を受け、型の練習に一生懸命取り組みました。 

 

【日本の伝統的な音楽の美しさを学ぶ～箏を奏でる～】 

音楽室から心を打つ箏の音色が聴こえてきます。市内在住の箏の師範の方々を講師に迎え、箏

の歴史や各部の名称、楽譜（縦譜）の読み方、奏法などを

学んでいます。その後、生徒は実際に右手の親指、人差し

指、中指に角爪をつけ、日本古謡の「さくら さくら」や

「君をのせて」などの演奏に臨み、凛とした繊細な音色を

響かせ、合奏にも挑戦しました。 
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【生活をよりよくするために 思いを形に ミシン活用～大曲小学校】 

大曲小学校６年生が、生活をより豊かにするため

のトートバッグづくりに取り組みました。今年も授

業補助員の方にミシンの使い方のきめ細かなサポー

トを受けました。６年生の子どもたちは作品をてい

ねいに仕上げるとともに、お互いの作品をたたえ合っていました。 

【北海道大学混声合唱団を招いて合唱の質を高める～西の里中学校～】 

９月 20 日、西の里中学校は北海道大学混声合唱団の方々か

ら合唱の指導を受けました。各学級では、学校祭に向け気持ち

をひとつにして一体感をより高め、多くの声が重なることで生

まれる音色の美しさを感じ、心に響く合唱を作り上げました。 

【進む お互いに支え合う福祉体験学習】 

よりよく生きるため、ともに生きる社会を築いていくため、福祉体験

学習が市内の各小・中学校で進められています。肢体障がいの方、聴覚

障がいの方からは自らの体験を通して感じたこと、考えたことなど現在

の自分の生活のようすなどを生徒たちに伝えていました。 

聴覚障がいの方の講話では、手話通訳者の協力を得て手話を日本語に

訳して生徒に講話の内容を伝えていました。北

広島市手話言語条例が令和３年４月１日に施行

されたこと、手話は「目で見る言葉」、聴覚障が

い者のコミュニケーション手段であること、聴

覚障がい者が困ることなどについてお話があり

ました。また、手話による「おはよう」や「こんにちは」などのあいさつや「ありがとう」「げん

き」などの紹介があり、生徒たちも一生懸命手話に挑戦し、多くのことを学びました。 

【他人との違いを認め合う大切さを学ぶ】 

 市内の各小・中学校で人権教

室が進められています。２年生

では紙芝居を通して、自分らし

く、ありのままに生きることの

大切さを学び、５年生はスマホ

をめぐるトラブルの現状や対策などについて教えてもらいました。人権教室を通して、他人との

違いを認め合い、幸せに生きることの大切さを学びました。 

【命を守るための救命講習】 

心臓や呼吸が止まった人への対応は一分一秒を争います。中学校では３

時間の救命講習を受けています。救急車が到着するまでに行う救命措置や

応急手当を学び、もしもの場合に備えて心肺蘇生法（胸骨圧迫）や AED の

使用方法を学びました。 
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